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になる か、 恐ろしい 結末に なること は 知れて いた。 そ 

れに奇 賊烏啼 として は、 ピストル を 放って 相手の 命 を 

取りつ 放しに したり、 重傷 を 負わせて 溝の 中に 叩き こ 

んで 知らぬ顔 をしたり する の は、 極めて 彼の 趣味と 信 

だ き 

条に 反する 唾棄すべき 事柄であった。 そんな ことがあ 

れば、 烏啼 はふ だん 何とかかん とかいって 紳士ぶ つて 

いるが、 彼奴の 弟 は 人間に ある まじき きたない こと を 

やって いる じ やない かと、 世間から-後 指 を 指される 

のが、 今から 予想す る だに 烏啼に はた まらない 厭な こ 

とだった。 

つかま 

さりと て、 この 義弟 を摑 えて、 ピストル を 発射す る 



な、 弾丸 を 人様に 命中させる なと is 意見 を 加えても、 

それ は 蛙の 面に 小便、 鰐の 面に 水の たぐいであって、 

とても 義弟の 行状 を 改めさせる 効力の ない こと は、 そ 

れを 試みる まで もな く 分って いる。 

こういう 次第 だから、 烏啼天 駆の 懊悩す るの も尤 

もであった。 そして 彼 は 次第に 食慾 を 減じ、 女人 をし 

ほれぼれ きょくこう にく ぼうだら 

て惚々 させないで はいない 有名なる 巨軀紅 肉が 棒 鰭の 

ように 乾枯らびて 行く ように 感ぜられ るに 至った ので、 

めん つ 

遂に 彼 は 一大 決心 をして、 従来の 面子 を 捨て、 忍ぶ ベ 

からざる を 忍び、 面の 皮 を 千枚張り にして、 彼が 永い 

間 ひそかに 尊敬して いる 心 友の 許へ 出掛けて 行き、 す 



が あまくな つたのと いわれち や あ —— 」 

「そんなら いい。 今夜から 仕事に 行って くれ。 お前 ひ 

とりで や るんだ ぜ、 五体 揃えば、 五 百万 両の 仕事 だ」 

「五 百万 両。 それなら 仕事の 返り 初日に はちょう ど 手 

頃の もの だ。 一体 それ は どこへ 行って 貰って くるんで 

…：- J 

おじけ 

「本当に やる 気がある のかい。 臆 気 を ふるって いるん 

なら、 『まあ 見合わせましょう』 というが いい ぜ。 今が 

最後の チャンス だ」 

烏啼は 念入りに 義弟に 油 を かける、 そうい われて は 

貫 一 たる もの、 问 がどう あっても 兄貴から いいつけら 



け は、 近頃の 坊主 どもの 中には 悪 ごすい 奴が だんだん 

殖えて 来 やが つて、 生 活難だ の 復興 難 だ のに 藉口して、 

仏像 を 売 払う 輩 が 多くな つ た。 まさか 本尊 さま を 売 

飛ばす わけに は 行かない が、 それと 並べて ある 割合 立 

派な 仏像 を、 いい 値で 売 払い やが るんだ。 途方 もね え 

坊主 ども だ。 そこで おれの 調べた ところに よると、 こ 

れ からい う 五体の 仏像 はとり わけ 尊い ものば かり、 そ 

れを 売り飛ばしに かかって いる 坊主の 先 廻り をして、 

お前に こっちへ 搬んで 貰 うんだ。 どじ を 踏むな よ、 い 
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レカ」 

「へえ。 それ は 又 変った 仕事 だね え」 



一 が ピストル を ポケットから 出す と 一 同 は 温和し くな 

リ、 貫 一の いう こと を 聞いて 一同 は 便所の 中に 本当の 

せっちん づ 

雪隠詰め となった。 

貫 一 は その後で、 便所の 戸 を 釘 づけに し、 そして 悠々 

と 吉祥天 女 像 を 荷 造して 背負つ て 寺 を 立ち 出た ので 

あった。 

と、 だしぬけに 「待て、 賊！」 と 声をかけて、 こち 

らへ 駆けて 来る 者が あった。 月明かりに 見れば、 又し 

て も 例の 変った ュ 二 フォ ー ムを 着た 刑事だった。 

こう. ちり 

銃声 一発！ 刑事 は 蝙蝠の ような 恰好 をして 道路 上 

に 倒れた が、 そのと き 刑事の 左腕が 切断して 宙に とぶ 



「異 つたこと はなしか、 今夜 はい やに 顔色が 良くない 

, 、ゝ - 

力 」 

と 烏啼が 訊いた が、 貫 一は 例によって 異状な しと 頑 

張った。 

第 四 夜 は 世 田 谷 方面 だ つ た。 

さすがの 貫 一 も、 その 夜 は少々 気味が 悪くて、 足が 

い つもの ように 楽に 進み はしなかった。 

「旦那。 すみません、 煙草の 火 を 貸して 下さい。 すみ 

ません」 

又もや 同じような 服装の 刑事に 違いない 男が 寄って 

来た。 



「間違いな く、 左 脚が ちょん 切れて いる。 当人 は 虫の 

息 だ。 なまぐさい 血の 海。 —— あと 二三 十分の 寿命 

だろう。 南無阿弥陀仏」 

貫 一は 安心 をして、 その 場 を 立った。 

烏啼の 館に、 四 体の 仏像が 集った。 烏啼 はいつ もの 

口癖で、 なにかなかった かと 訊いた が 貫 一はい つもの 

口癖で、 異状な しと 答えた。 



尔 sfe. 頃 



て レ ます」 

刑事 は、 貫 一 の 前で 地 響 をた てて 四股 を 踏み、 腕 を 

曲げて みせた。 なるほど 幽霊で はなさ そうだ。 

「でも 変 だね。 たしかに 命中して 腕 をとば し 脚 を 千切 

り …… いや、 これ はこつ ちの こと だが、 おれ はさび し 

いや」 

「全く この辺 は 物騒です から、 気 をお つけなさい」 

刑事が 行って しまう と、 貫 一 は、 

「おれが ピストル を 持てば 天下 無敵 だと 思って いたが、 

あや f 

その 腕前 ももう 怪し 気な もんだ」 と 歎息した。 

仏像 を 背負って 出て 来た 貫 一 を、 やはり 前 四 夜と 同 



と、 刑事の 心臓に 覘ぃ をつ けた。 …… が、 間もなく 彼 

あ ^ 

は 周章て て ピストル を 持った 手 を だら りと 下げた。 

「 …… おれが 一 一発 目 を 発射す るよう な 気になる なんて、 

もう 焼きが 廻つ たんだ。 ピストル も、 今夜 かぎり、 お 

別れ だ」 

そういうと 貫 一は、 ピストル を 空 高く 投げた。 やが 

て 森 かげの 池の 水が、 ぼちゃんと 鳴って、 貫 一 無念の 

ピストル を 呑んだ。 

五体の 秘仏の 前で、 一 心 発 願した 的 矢 貫 一 が、 お 志 

万と 結婚の 式 を あげた。 
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